
▲車輌に砂利を投げ当て、
◀その傷を多角度から検証
されている様子。
砂利の投げ当て方も、上
から真横から斜めからと、
様々な状況を想定されて
いるようでした。

突然ですが、我が家のプチ・
ハロウィーンのコーナ～！！
その名も『OH！舞Halloween』
MYと舞をかけてます(*^^)v
皆さんはハロウィーン楽しみ

ましたか？我が家は右の画像の
通り、オブジェを飾りましたよ。
・・・さて問題です！（なんでも
唐突！）この中に猫ちゃんは何匹いるでしょ～か？？？
そうそう、猫ちゃんで気になったので、我が家の猫グッズ（置き物・

シール・その他あらゆる物）がどれだけあるのかを数えてみましたが…
あまりに多すぎて数えきれまっしぇんでしたぁ(≧▽≦)ﾀﾞﾊﾊﾊﾊ!そのうち、
ちゃんと数えて報告しま～す♪
おっと、まだ答えを言ってなかったですね。画像の中の猫ちゃんの数、

正解は5匹でした(=^・^=)画像が小さくてわかり難かったでしょ(笑)
ちなみに、ハロウィーンは日本で言えば、お盆のようなものらしいで

すよ。どこの国にも、同じような風習ってあるもんですねぇ。

ご利用頂きありがとうございます。今月もよろしくお願い致します。 2021年11月1日発行
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毎月26日にご指定の口座より自動振替。申込みのご連絡や、お問い
合せは、経理担当もしくは地区担当営業まで。 by経理担当＆営業課
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賢明な皆さんはお気づきでしょう。そうです・・・
このコーナーは堂々と昨年の使いまわし！！だって、
仕方ないじゃありませんか・・・例年この時期になると、
インフルエンザや胃腸炎など増えてくるし、変わらず、新型コロナウイ
ルスの心配もしなければならず、全く気が抜けないんですもの(T_T)ﾄﾎﾎ...
しかし！トホホと嘆いてばかりいては始まりません。ウイルス感染症

の対策はしっかりとやりましょう！！共通して言えることは、『手洗い
うがいの敢行、密集を避ける、部屋の換気をする、マスクの着用、免疫
が落ちないようにバランスの良い食事と睡眠を取る』です。
特に、四六時中何かに触れている私たちの手指はウイルスも取っ付き

易く、そこから体内へと侵入してくる事が多いと聞きます。このことか
らも、しっかりと手を洗うことは、予防の第一段階と言えそうです。
自分自身を守るため、あなたの大切な人たちを守るために、先ずは

正しい手の洗い方から感染症予防に取り組みましょう。

文・写真・オヤジギャグ/舞☆芳郎

歩#18 菊池市・鞍岳

『お山歩くまもと』

秋の便りを探しに、山歩20回目の鞍岳へ。
10月初旬の山中はまだまだ暑くて緑が多く、
本格的な秋の訪れはもう少し先の様子。

◀登頂20回目の鞍岳。
最近は登山客が多くてますますの大人気!!

▲白い花。沢山咲いてました。
名知らず・・・。

◀リンドウ。鞍岳山中に咲くリンドウが結構好きです♪
春と秋はリンドウを見に通ってる!!と言っても
過言ではない・・・。

名前だけでも。
アキノキリンソウ。▶
◀
アゲハチョウ(左上)と
ツマグロヒョウモン(右
下)のコラボ。

ススキ。◢
なんだか惜しい感じ(笑)。
11月初旬は見ごろかな?

◀今回唯一
秋っぽい画像。
また、どこぞに
秋探しに行って
きます♪

去る10月12日、三井住友海上保険の損害調査員（アジャスター）の
方が来社され、損傷状況の研修を行われました。近年増加している自然
災害にも対応できるように、木材や石、金属などの当たり方によって、
車輌にどのような傷が出来るのか、様々な
角度から検証を行われていました。
このように当社では、使用済みの車輌を

研修にも活かして頂いております。
そして今回の傷を見る技術・・・これは

我々の商品の品質確認技術に役に立つので
はないか！？と、途中から自分も研修を受
けているかのように、思わず
前のめりになっていた事を、
ここに告白します(笑)。

文・写真・こっそり参加
/園田哲也

『アジャスター研修潜入調査!!』

☆新入社員紹介☆ どうぞ宜しくお願いします♪
山本智弥(やまもとともや)/車輌引取課/4月入社
池尻 聖(いけじりたかし)/緑川工場生産課/4月入社
迫川大輔(さこがわだいすけ)/緑川工場貿易課/4月入社
坂本啓介(さかもとけいすけ)/本社商品管理課/5月入社

文・写真・野外活動人/黒鶴真哉

編集担当/黒鶴真哉

池尻

迫川

山本

講師＝吉田

講師＝益田

『新入社員他課研修・フロント之巻』
自分の業務をよく知るためには、関連他課の業務を知る必要がある！

と、いう訳で、4～5月入社の社員がフロント研修に臨みました。

いつもと違う現場に少々緊張しながらも、熱心に講師役のハナシを聞く
皆さん。この研修の成果は自身の業務の
現場できっと活かされることでしょう。
今後の活躍に期待！！

文・写真/黒鶴真哉


